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2018 年 8 月 3 日 

海運関連業界 ～世界最大の貿易国を担う重要産業、米中摩擦がリスク要因～ 
 
◆市場動向 ～3 年ぶりに貿易総額が増加、市況改善が進む～ 
 
17 年の業界規模（前年値修正済み）： 
輸出入総額：4.1兆米ドル（前年比 11％増）、港湾貨物取扱量：140億トン（同 6％増）、船舶建造量：

4268万載貨重量トン（DWT）（同 21％増） 

「世界の工場・市場」である中国の貿易総額（17 年）は前年比で 11％増加。3 年ぶりに増加し、再び米

国を抜いて世界首位になった。この中で重要な役割を担う海運関連業界の規模は大きく、国内の沿海・

河川輸送も担う。港湾の貨物取扱量は 6％、コンテナ取扱量は 8％増加するなど堅調。海運業は合計で世

界 3 位となる 2 億 DWT 以上の船舶を保有し、貿易環境の改善を支えに業績回復が進んだ。一方で造船

業は引き続き船舶過剰が影響し、厳しい収益環境は変わらず。ただ、世界的な海運市況の改善に伴い、

建造量と新規受注量は増加に転じた。 

18 年も貿易量の回復は続き、上期の貿易総額は前年同期比で 16％増加。堅調な世界経済と商品相場の

上昇などが支えになった。運賃相場は不安定ながらも、16 年初旬の最悪期は大きく上回る。もっとも、

3 月頃から米国の保護主義政策を背景に貿易摩擦が強まり、7 月には米中双方が制裁関税を発動する事態

に。通商環境の先行き不透明感は強く、海運関連業界への影響が懸念される。 

 

◆業界の特徴 ～外需、内需両方の影響を受けるセクター～ 
 
輸出面： 
海運関連の業界は外需の影響を強く受けるセクター。最大の輸出先はアジアだが、欧米も全体の 4 割近

くを占め、国別では米国が最大となる。船舶輸送の方法は大きくバルカー、タンカー、コンテナ輸送に

分けられ、需要や運賃相場は海外の資源価格・需給、輸出先の景気動向に左右される。燃油費が輸送コ

ストの多くを占め、原油高はコスト高に直結。コンテナ取扱量で世界上位に入る貿易港が多く、上海、

寧波、深センなどが有名。造船業は建造量、受注残で世界全体の 4 割前後を占め、多くを海外に納品す

る外需型産業だが、供給過剰という構造問題を抱える。 

 
輸入面： 
海運・港湾会社は製品・資源の輸入、並びに産地から消費地への国内輸送で中心的な役割を担う。遠洋

輸送に加え、沿海部の港湾を利用した沿海輸送網、長江など複数の大河を利用した河川輸送網が発達。

資源や中間財の輸入が多く、輸送需要は国内外の景気動向の影響を受けやすい。 

 
政策面： 
政府は安定成長に向けて、貿易振興策を重視。自由貿易協定（FTA）の締結に加え、自由貿易区の設立、

税制面での優遇措置などを進める。同時に企業の再編・統合を支援し、世界最大手クラスの育成を目指

す。一方で巨額の貿易黒字を受けて通商問題が常に政策課題となることから、近年は輸入拡大にも注力。 

 

◆主要企業、主な取扱銘柄～国有大手が主役、17 年は業績改善が目立つ～ 
 

海運・港湾業界は国有大手が主役。大規模再編が進み、集約度は比較的高い。17 年は貿易量の回復など

市況が改善し、業務量の増加で多くの上場大手の業績が回復した。中国勢唯一の海運世界大手である中

国遠洋海運は遠洋輸送と沿海輸送の両方でスケールメリットを発揮し、複数の上場企業がその中核を担

う。中心企業の中遠海運控股（01919）は傘下に港湾世界大手「中遠海運港口」（01199）を置くが、主

力とするコンテナ輸送で市況回復が追い風となり、17.12 期は黒字転換を達成。コンテナリース業の中

遠海運発展（02866）、設備・燃料・塗料を供給する中遠海運国際（00517）も好調だった。一方でタン



 

 

 

 2 / 9 

 

2018 年 8 月 3 日 

カー輸送を担う中遠海運能源運輸（01138）は運賃低迷や非経常利益の減少などで減収減益になった。 

また、招商局集団は港湾業務に強い大型国有企業であり、フォワーダー・河川輸送大手の中国外運長航

を傘下に置く。同集団傘下の上場大手をみると、フォワーダー最大手の中国外運（00598）は為替損失

などが重しになったが、本業は好調。バルク輸送専門の中外運航運（00368）は市況改善で黒字に転換

した。世界有数の港湾業者である招商局港口（00144）も増収増益を確保。なお、民営の海運大手も複

数存在し、海豊国際（01308）は陸海空の連携強化で高収益を達成した。 

なお、多くの港湾は各地方政府が経営。上海ポート（600018）を筆頭に、寧波港（601018）、天津港

発展（03382）、大連港(02880)、廈門国際港務（03378）、秦皇島港（03369）、青島港国際（06198）、

唐山港（601000）、北部湾港（000582）、広州港（601228）など、上場企業も多い。さらに海運・港

湾企業を顧客とする周辺産業でも、国有企業が主役。港湾建設の中国交通建設（01800）と兄弟会社で

港湾機械メーカーの上海振華重工（900947）、コンテナ生産の中国国際コンテナ（02039）などが有名

で、いずれも世界最大級の事業規模を誇り、大幅増益となった。 

一方で中国船舶工業集団（CSSC）と中国船舶重工集団（CSIC）の国有 2 社が寡占する造船業の不況は

変わらず。CSSC 傘下の中船防務（00317）と*ST 中国船舶【売付のみ】（600150）、CSIC に属する船

舶重工（601989）はいずれも減収に沈んだ。 

 

主な取扱銘柄： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コード 社名 分類 通貨
売上高
増収率

純利益
増益率

時価総額 コメント

00144
招商局港

口
ハンセ
ン

香港
ドル

8,692
+9.0

6,028
+9.7

52,330

珠江デルタ地区を本拠とする港湾大手。国務院系複合企業の招商局集団に
属し、国内外の主要貿易港でコンテナ・バルクふ頭を運営。海外の港湾資
産に強み。また、大連港など複数の港湾会社に出資する。グループ再編を
経て、投資先である深セン赤湾港航（200022）の傘下に入る見通し。

00317 中船防務 H株 元
22,313
▲4.4

88
+23.3

16,531

国有大型造船2社の一角を占める中国船舶工業集団（CSSC）の傘下企業。
ハンディーサイズのバルカーに加えて、民間船、軍艦、海洋工程設備など
を幅広く生産し、軍需関連株の代表格とされる。収益強化に向け、主力子
会社2社の完全子会社化を目指している。

00368
中外運航

運
レッド
チップ

米ド
ル

1,006
+19.6

32
黒転

7,825

ドライバルク輸送とコンテナ輸送を主力とする国有海運大手。アジア・豪
州航路を中心に遠洋輸送を担う。招商局集団傘下の中国外運長航の支配下
にある。17年は市況改善を背景に黒字に転換。今後はLNG船の運用が順次
始まり、ロシア産ガスの輸送が主力事業の一角に成長する見通し。

00517
中遠海運
国際

レッド
チップ

香港
ドル

8,786
+18.2

357
+50.3

4,522

海運最大手の中国遠洋海運の傘下で、船舶関連の各種サービスを担当。国
内外の海運会社に船舶設備・部品、燃料、塗料、海上保険などを提供する
ほか、フォワーダーも行う。塗料では関西ペイントと合弁。国内の主要港
湾都市や海外に拠点を持ち、今後もサービス分野を強化する方針。

00598 中国外運 H株 元
72,567

+21.4
2,304

+2.2
20,809

国有系の物流大手。数少ない地場系の総合物流業者であり、主力の貨物
フォワーダーは陸・海・空運に対応。傘下の中外運空運（600270）は外
資と合弁で宅急便事業を展開。3PLを成長分野に据える。親会社が招商局
集団傘下に入ったことで招商局港口が兄弟会社になった。

01138
中遠海運
能源運輸

H株 元
9,505
▲3.1

1,775
▲8.2

17,532

海運最大手「中国遠洋海運」の中核企業。再編を経てグループ内のタン
カー輸送に特化し、原油・LNG輸送を主力とする。沿海の原油輸送で50％
以上のシェアを持つ。LNG輸送は国内有数の規模で、17年末で16隻の
LNG船を運用。20年までにさらに22隻増える見通しだ。

01308 海豊国際
香港そ
の他

米ド
ル

1,348
+10.9

189
+53.6

20,527

中国有数の民営海運会社。東・東南アジア航路を専門に、コンテナ輸送や
海運フォワーダーなどを展開。貿易手続きの代行や倉庫、配送などの港湾
物流も手がける。空運分野に進出し、陸海空の連携強化で競合他社との差
別化を図る。米中航路を運航せず、貿易摩擦の影響を受けにくい。

01800
中国交通
建設

H株 元
460,067

+13.2
20,943

+21.7
204,090

国務院直轄の交通インフラ建設大手。港湾・河川関連のインフラ建設、浚
渫の国内最大手で、道路・橋梁の建設も得意。兄弟会社に港湾クレーン世
界最大手の上海振華重工を置く。浚渫事業を統括する中交疏浚の香港スピ
ンオフ上場を目指す。海外プロジェクトを積極的に展開。
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コード 社名 分類 通貨
売上高
増収率

純利益
増益率

時価総額 コメント

01919
中遠海運
控股

H株 元
90,399

+29.5
2,662
黒転

46,327

「中国遠洋海運」の中核を担う上場旗艦企業。国有海運2社のコンテナ輸送
事業を統合し、同分野の最大手。傘下の中遠海運港口（01199）は港湾業
を展開。香港海運最大手である東方海外（00316）の買収も近く完了する
見通しだ。国内のコンテナ輸送最大手として世界の大手との競争に挑む。

02039
中国国際
コンテナ

H株 元
76,300

+49.3
2,509

+365.0
31,777

世界最大級のコンテナメーカー。買収を通じて多角化を進め、傘下の中集
安瑞科（03899）は天然ガス・化学製品などの輸送・備蓄設備、オスロ上
場企業は海洋エンジニアリング事業などを担当。空港関連設備事業は中集
天達（00445）が担う。招商局集団と中国遠洋海運が大株主として出資。

02866
中遠海運
発展

H株 元
16,261

+4.7
1,464

+321.2
26,736

中国遠洋海運の傘下で、再編によりグループ内の海運金融業を担当。主力
事業は船舶・コンテナを中心とする各種リース。渤海銀行に投資したほ
か、計画中のA株増資を通じてリース事業会社への追加出資を目指す。海運
を中核とする総合金融会社への転身が経営戦略の要だ。

02880 大連港 H株 元
9,032
▲29.5

501
▲5.7

22,845

東北部屈指の国際港「大連港」を運営する地元政府系企業。招商局港口も2
位株主に名を連ねる。港湾事業はコンテナに加え、自動車、石油などをカ
バー。兄弟会社の錦州港務（900952）とともに、省政府主導の再編が進
む。また、日中韓FTAの代表的なテーマ株といえる。

03369 秦皇島港 H株 元
7,033
+43.2

963
+163.8

21,860

河北省秦皇島市の政府系港湾会社。中国最大の石炭積出港である秦皇島港
に加え、唐山市の曹妃甸港など、渤海湾に面した複数の港を経営。石炭貿
易・流通の中核を担う。石炭市況の回復を受け、17年の業績は改善。同年
に念願のA株上場を果たし、調達資金は港湾能力の強化に充てる。

03378
廈門国際
港務

H株 元
12,922

+52.3
411

+28.8
3,108

福建省アモイ市の港湾を運営する地元政府系企業。主な業務はコンテナ・
バルクの積卸・保管など。アモイ港は台湾貿易の窓口的役割を担い、福建
自由貿易区の関連銘柄。子会社の廈門港務【売付のみ】（000905）によ
る親会社資産の買収完了を受け、グループ内のシナジー効果に期待。

03382
天津港発

展
H株

香港
ドル

16,622
+1.0

775
+46.0

5,789

首都北京の海の玄関口、中国北部最大の貿易港である天津港を運営。地元
政府系の企業で、天津発展（00882）などが大株主。主力子会社は天津港
（600717）。港湾事業に加え、自社で貿易業務も手がける。京津冀地区
（北京、天津、河北省）の一体的発展や「雄安新区」の関連銘柄。

06198
青島港国

際
H株 元

10,146
+16.8

3,043
+39.2

35,073

山東省の青島港を運営する地方政府系企業。山東半島尖端の威海港、南端
の日照港でコンテナバースを合弁経営。デンマーク海運大手や中遠海運港
口（01199）と幅広く提携する。青島港は日中韓貿易の要衝に位置し、
FTAの関連銘柄。設備投資の拡大に向け、A株IPO計画を進めている。

000582 北部湾港
深セン
A株

元
3,275

+9.4
541

+19.8
13,311

広西チワン族自治区政府の傘下にある港湾会社。トンキン湾（北部湾）を
臨む防城、欽州、北海の主要3港で港湾・物流事業を展開。西南部の海の窓
口で、ベトナムなど東南アジアとの貿易の要衝として「一帯一路」構想の
関連銘柄でもある。周辺の交通網の整備で地理的優位性はさらに向上へ。

600018
上海ポー

ト
上海A
株

元
37,424

+19.3
11,536

+66.2
163,235

国際貿易港「上海港」の中核を担う国内最大級の株式制港湾会社。地元政
府系の企業で、コンテナ・バルクふ頭の運営や関連物流、不動産開発、海
運など、多角化を進める。中遠海運控股と共同で東方海外に投資する計
画。対外開放がさらに進んだ自由貿易港が上海市に建設される見通し。

600150
*ST中国
船舶【売
付のみ】

上海A
株

元
16,691
▲22.2

▲2,300
赤字

16,604

中国船舶工業集団（CSSC）の中核企業。主力の造船はバルク船、コンテ
ナ船、タンカーなどをカバーし、上海造船所の建造量は国内最大級。海洋
工程設備、動力設備なども生産し、船舶用低速エンジンで世界上位のシェ
アを持つ。造船不況で赤字が続くも、18.1-3月期に黒字転換に成功。

601000 唐山港
上海A
株

元
7,612
+16.6

1,463
+11.3

17,422

河北省唐山市政府系の港湾会社。中国有数の工業都市の貿易港を担い、鉄
鉱石、鋼材、石炭の取扱量で国内港湾の上位に入る。港湾と連結する貨物
鉄道を経営し、内モンゴルの鉱物資源の貿易でも重要な役割を担う。河北
省で建設が進む「雄安新区」の海の玄関口として期待される。

601018 寧波港
上海A
株

元
18,183

+11.4
2,677
+16.4

66,233

浙江省寧波市政府系の港湾会社。同省最大の貿易港で、国内有数の深水港
を運営。港湾事業はコンテナに加え、鉄鉱石、原油の比率が高い。港湾物
流・サービスや貿易事業なども展開。浙江自由貿易区の中核を担い、隣接
する船山港との一体化が進む。コンテナ取扱量は世界4位に浮上。
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◆注目されるトピックス ～対外開放が追い風になるも、通商摩擦に注意～ 
 
「一帯一路」や対外開放が業界の支援材料に： 
国家戦略である「シルクロード経済ベルトと 21 世紀海上シルクロード」（一帯一路）構想の推進、貿易

摩擦解消にも寄与する中国経済の対外開放は海運関連の幅広い企業に追い風となろう。規制緩和を進め

た自由貿易区は国内で中心的な役割を担い、当初の上海、天津、福建、広東から、現在は沿海部の遼寧、

浙江、そして河川輸送で重要な役割を担う内陸部の河南、湖北、重慶、四川にまで設置された。さらに

大幅な自主権を与えた自由貿易港が年内にも発足する見通し。地理的優位性を持つ海運・港湾大手は事

業拡大の好機となる。 

 

構造問題の解決を目的とした業界再編・収益強化策： 
海運・造船業は船舶過剰という構造問題を今なお抱え、港湾業界は経営管理上で課題が多く、いずれも

収益性で海外の有力企業に見劣りする。こうした問題を踏まえ、国有大手を対象とした業界再編・収益

強化策が今後も続く見通し。すでに海運・港湾の再編・統合は実施され、足元では中遠海運控股と上海

ポートによる香港海運大手への買収計画など、再編は海外企業を巻き込む段階になった。造船大手 2 社

の統合観測も続く。混合所有制（民間資本の導入）や経営合理化を含む国有企業改革も進もう。もっと

も、一連の再編・改革を実施しても収益強化に繋がるとは限らない点は留意する必要がある。 

 

多くの外的要因が影響、米中摩擦は最大のリスク要因： 
企業業績は先進国・新興国の景気動向に加え、欧米などとの貿易摩擦、隣国との外交関係、原油を含む

コモディティ価格の変動、バルチック海運指数（BDI）の動き、船舶の供給バランスなど、多くの外的要

因から影響を受けやすい。特にトランプ政権の誕生以来、米中間の通商摩擦は強まり、双方による制裁

関税発動という事態まで悪化した。制裁の応酬となった場合、貿易環境の悪化は避けられず、最大のリ

スク要因といえる。 

（中国部 畦田） 

 
 
 
 
 
 
 
 

コード 社名 分類 通貨
売上高
増収率

純利益
増益率

時価総額 コメント

601228 広州港
上海A
株

元
8,308

+7.4
697
+3.9

37,159

華南エリアを代表する国際貿易港「広州港」を運営する地元政府系企業。
広東自由貿易区の中核を占める南沙港区を持つ。珠江デルタの工場地帯で
重要な役割を担い、自動車、鋼材、金属、石炭、食糧を含む貨物やコンテ
ナを取り扱う。粤港澳（広東・香港・マカオ）大湾区の関連銘柄。

601989 船舶重工
上海A
株

元
38,776
▲25.5

838
+20.0

108,450

国務院直轄の中国船舶重工集団（CSIC）の中核企業。造船に加え、船舶装
備の製造、海洋エンジニアリングなども提供。発電設備、石油・ガス設
備、輸送設備などもカバーする。親会社は中国軍艦製造の多くを担い、子
会社は国産空母の建造を請け負うなど、軍需関連株の代表格とされる。

900947
上海振華
重工

上海B
株

元
21,859
▲10.2

300
+41.3

18,692

世界シェアトップの港湾荷役機械メーカー。国務院直属のインフラ建設大
手「中国交通建設集団」に属し、技術力やスケールメリットを武器に親会
社と海外の大型契約を受注してきた。ここ数年は海上大型設備の事業を重
視。太陽光発電事業に進出するなど、収益多角化を進める。

※時価総額は18年8月3日の終値に基づきブルームバーグから算出、単位は百万HKドル。換算レートは１元＝1.2HKドル、1米ドル＝7.8HKドル。

※売上高・純利益などはすべてブルームバーグ提供の数値であり、当社HPと異なる場合がある。すべて17.12期、単位は百万。
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最大の輸出地域はアジア、最大の輸出国は米国（17年：4300億米ドル）。ここ数年は

減少していたが、17年に入り輸出環境が大きく改善。その分、貿易摩擦の声も強まる。
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最大の輸入地域はアジア、最大の輸入国は韓国（17年：1775億米ドル）。資源価格の

影響で15、16年の輸入額は減少。だが、17年は6年ぶりの2桁増を記録した。
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輸出は価格の伸び悩みが目立つ。数量の変動がそのまま輸出金額の増減に繋がっている。

輸出量は17年から基本的に緩やかながらも増加ペースが続く。
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輸入は価格変動が比較的大きく、特に資源相場の変動が影響している。数量は基本的に増

加トレンドが続き、輸入拡大の流れは今後も続こう。

出所：CEIC
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米ドル/バレルバルチック海運指数と原油相場の推移

バルチック海運指数（運賃相場の指標、左軸）

ＷＴＩ原油相場（右軸）

15年からの原油安で海運会社の燃油コストは軽減されたが、運賃相場も下がり収益は改善せず。

だが、16年以降は運賃相場が上昇トレンドとなり、原油高の局面でも収益は改善傾向に。

出所：ブルームバーグ
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上海市にある既存の保税港区（出所：アーネストヤング）

自由貿易港

政府は18年中にも上海市に設立す

る見通し。報道によると、既存の

自由貿易区（試験区）・保税区に

大幅な自主権を与え、香港やシン

ガポールのように海外との自由貿

易が認められる「特殊経済効能

区」になるとみられる。

上海（13年設立、関連銘柄：

浦東発展銀行（60000）、上

海ポート（600018）等）

天津（15年設立、関連銘柄：

天津銀行（01578）、天津港

（600717）等）

福建（15年設立、関連銘柄：

廈門国際港務（03378）、興

業銀行（601166）等）

広東（15年設立、関連銘柄：

招商局港口（00144）、中国

国際コンテナ（02039）等）
湖北（17年設立、関連銘柄：

東風汽車集団（00489）、武

漢武商（000501）等）

河南（17年設立、関連銘

柄：万洲国際（00288）、

鄭州銀行（06196）等）

浙江（17年設立、関連銘柄：

浙江高速道路（00576）、寧

波港（601018）等）

重慶（17年設立、関連銘柄：重慶銀行

（01963）、重慶長安汽車（200625）等）

陝西（17年設立、関連銘柄：

供銷大集（000564）、隆基

シリコン（601012）等）

遼寧（17年設立、関連銘柄：

鞍鋼（00347）、大連港

（02880）等）

四川（17年設立、関連銘柄：

四川高速道路（00107）、四

川路橋建設（600039）等）

中国の自由貿易試験区一覧

出所：各種資料より内藤証券作成
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順位 企業名 所在地
コンテナ輸送

能力（TEU）

世界

シェア
船舶数

世界

シェア

1 A.P. モラー・マースク デンマーク 4,018,462 18.0% 726 11.8%

2 MSC スイス 3,273,962 14.7% 520 8.5%

3 CMA CGM フランス 2,622,916 11.7% 506 8.2%

4 中遠海運控股（01919） 中国 2,070,578 9.3% 365 5.9%

5 ハパックロイド ドイツ 1,600,168 7.2% 224 3.6%

6 オーシャン・ネットワーク・エクスプレス 日本 1,565,438 7.0% 230 3.7%

7 長栄海運 台湾 1,117,788 5.0% 200 3.3%

8 東方海外(00316) 香港 691,531 3.1% 101 1.6%

9 陽明海運 台湾 633,587 2.8% 101 1.6%

10 PIL シンガポール 405,503 1.8% 136 2.2%

16 安通控股（600179） 中国 134,603 0.6% 108 1.8%

17 上海中谷新良海運 中国 130,602 0.6% 98 1.6%

18 海豊国際（01308） 中国 113,287 0.5% 80 1.3%

23 中外運航運（00368） 中国 66,441 0.3% 42 0.7%

出所：Alphaliner

世界の海運会社ランキング（18年7月時点）
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本　社　大阪市中央区高麗橋１－５－９　☎０６－６２２９－６５１１

東京第一営業部 ☎０３－３６６６－５５４１ 金 沢 文 庫 支 店 ☎０４５－７８０－５０２１

湘南サテライト ☎０４６６－５５－３１６１ 足 利 支 店 ☎０２８４－２２－１２３４

東京第二営業部 ☎０３－３６６６－７１３７ 伊 勢 崎 支 店 ☎０２７０－２５－３７８０

神 田 支 店 ☎０３－６３６１－９１９１ 伊勢崎駅前サテライト ☎０２７０－２５－３７８０

三 鷹 支 店 ☎０４２２－７１－１２５１ 焼 津 支 店 ☎０５４－６２１－１３１１

本 店 営 業 部 ☎０６－６２２９－６９０４ 和 歌 山 支 店 ☎０７３－４２３－６２１１

住 道 支 店 ☎０７２－８８９－５２３６ 有 田 支 店 ☎０７３７－５２－７１１０

寝 屋 川 支 店 ☎０７２－８２２－６３３３ 田 辺 支 店 ☎０７３９－２２－４６７８

金 剛 支 店 ☎０７２－３６５－１９０１ 新 宮 支 店 ☎０７３５－２２－８１５１

橿 原 支 店 ☎０７４４－２８－４７１１ 高 松 支 店 ☎０８７－８２２－０１０５

☎０１２０－７１１０－７６

succe-s@naito-sec.co.jp

☎０１２０－２０－９６８０

東 日 本 地 区

西 日 本 地 区

イ ン タ ー ネ ッ ト

コ ー ル セ ン タ ー

 

 

 

 

 

 リスク等重要事項のご説明
リスクについて
〈株　　式〉株価および為替相場（特に外国株式の場合）の変動等により損失が生じるおそれがあります。

〈債　　券〉債券は市場金利の動向や発行者の信用状況等によって価格が変動するため、損失を生じるおそれがあります。さらに外国
債券は為替相場の変動などにより損失が生じる場合もあります。

〈投資信託〉組み入れた株式や債券など、有価証券の価格変動および為替相場の動向（特に外国通貨建て有価証券等を投資対象と
している場合）等により投資元本を割り込むおそれがあります。

〈株価指数先物・同オプション〉対象とする株価指数の動きにより損失が生じるおそれがあります。加えて、建て玉代金に比べ少額の
委託証拠金での取引が可能であり、株価指数の変動によっては損失額が委託証拠金を上回る（元本超過損）おそれがあります（オプ
ション買方の場合は買付代金とコストの合計額に限定されます）。

手数料について
〈株　　式〉①対面取引の場合、 i）国内株式は約定代金に対して最大1.15％（税抜き以下同じ、但し最低2,500円）。 ii）現地委託取引
による外国株式は売買金額に対し最大0.80％（但し買付け時のみ最低500円）の国内手数料をいただきます。加えて、現地手数料とし
て米国株式で外貨約定代金の最大0.50％、香港株式で同0.25％（最低50香港ドル）、上海・深セン株式で同0.50％必要となるほか、
各証券市場によってSEC Fee、印紙税や取引所税等の費用が掛かる場合があります。また、為替に関しては内藤証券が決定したレート
を用います。 iii）国内店頭（相対）取引による外国株式は当社提示の取引価格の中に手数料等（諸費用を含む）をあらかじめ加味して
おります。また為替は上記同様、当社為替レートを用います。②コールセンター取引の場合、 i）国内株式は約定代金に応じて最大
31,000円（最低2,500円）。ただ、月間取引回数等による割引きあり。 ii）外国株式は対面取引と同様です。③インターネット取引の場
合、 i）国内株式は手数料プランが複数に分かれており、この欄に表示するのが難しいため、詳細は当社HP（http://www.naito-
sec.co.jp/）にてご確認ください。 ii）現地委託取引による外国株式は売買金額に対して最大0.40％（但し買付け時のみ最低500円）の
国内手数料をいただきます。また現地手数料並びに為替レート等は対面取引と同様です。なお、インターネット取引では米国株式及び
国内店頭取引による外国株式の取り扱いを行っていません。

〈債　　券〉国内債券については売買委託手数料表をご確認ください。また、相対取引による外貨建て債券の売買に関しては当社が提
示する価格の中に手数料等（諸費用を含む）をあらかじめ加味しております。円貨と外貨を交換する際には、外為市場等の動向をふまえ
て当社が決定した為替レートを用います。

〈投資信託〉商品により異なりますので、詳細は「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧下さい。

〈株価指数先物・同オプション〉i）株価指数先物は約定代金に対して最大0.08％。 ii）株価指数オプションは約定代金の最大4.0％
（但し最低2,500円）。

◆本資料は、公表されたデータ等信頼できると考えられる情報に基づいて内藤証券が作成し、また記載された見解等
の内容は全て作成時点のもので時間の経過とともに不正確となる場合があり、過去から将来にわたって、その正確
性・完全性を保証するものではありません。内容は今後予告なく変更することがあります。◆本資料に基づいた投資
によって発生する損益は全てお客様に帰属します。内藤証券は、故意または重過失がない限り、責任を負いません。
◆本資料により提供される情報の著作権等の知的財産権は、引用部分を除き、全て内藤証券に帰属します。お客様
は、事前に内藤証券の書面による同意なく、本資料の内容及び情報を、複製、譲渡、修正、変更または転送等の行為
をすることができません。

2018/8/3広告審査済 


